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SIRPB1; Signal-regulatory protein beta-1; SIRP-beta-1; CD172 antigen-like family member B;
CD antigen CD172b
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、シグナル調節タンパク質（SIRP）ファミリーのメンバーであり、免疫グロブリンスーパーファミリーにも属します。SIRPファミリーのメンバーは、受容体型膜貫通糖タンパク質であり、受容体チロシンキナーゼ共役シグナル伝達プロセスの負の制御に関与することが知られています。このタンパク質は、免疫受容体チロシンベースの活性化モチーフを持つタンパク質TYROBP/DAP12と相互作用することがわかりました。このタンパク質は、チロシンキナーゼSYKのリクルートにも関与することが報告されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年2月],function:受容体チロシンキナーゼ共役シグナル伝達プロセスの負の制御に関与する免疫グロブリン様細胞表面受容体。,function:受容体チロシンキナーゼ共役シグナル伝達プロセスの負の制御に関与する免疫グロブリン様細胞表面受容体。チロシンキナーゼSYKのリクルートにも関与する。,PTM:N-グリコシル化。,類似性:Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性:Ig様C1型（免疫グロブリン様）ドメインを2つ含む。,サブユニット:TYROBPと相互作用する。この相互作用によりSYKがリクルートされる。,組織特異性:単球および樹状細胞で検出される。,
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	SIRPB1抗体を用いたHeLa細胞、COLO細胞、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD172bポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

